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１．２次関数とグラフ

【１】𝑦 = 2𝑥2 − 6𝑥 + 10 = 2 𝑥 −
3

2

2
+

11

2
…①

であるから、

𝑦の最小値は
11

2
（𝑥 =

3

2
のとき）

𝑦の最大値は 30 （𝑥 = 5 のとき）

よって値域は、
11

2
≤ 𝑦 ≤ 30

演習問題 ・・・ 2次関数 ・・・ ①解 答 編



１．２次関数とグラフ

【２】（１）①の式から、𝐴
3

2
,
11

2

（２）平行移動後の頂点は、
9

2
,
7

2
であるから、

𝑦 = 2 𝑥 −
9

2

2

+
7

2
= 2𝑥2 − 18𝑥 + 44

解 答 編 演習問題 ・・・ 2次関数 ・・・ ①



２．２次関数の値の変化

【３】（１）𝑦 = 2𝑥2 − 6𝑥 + 10 = 2 𝑥 −
3

2

2
+

11

2
であるから、

最小値：
11

2

11

2
𝑥 =

3

2
のとき

最大値：10 10 𝑥 = 0のとき

（２）𝑦 = −𝑥2 − 6𝑥 = − 𝑥 + 3 2 + 9であるから、

最小値： −7 （𝑥 = 1 のとき）

最大値： 8 （𝑥 = −2 のとき）

演習問題 ・・・ 2次関数 ・・・ ②解 答 編



２．２次関数の値の変化

【４】𝑥2 −𝑚𝑥 + 1 = 0
の左辺の判別式をDとすると、

𝐷 = (−𝑚)2−4 ∙ 1 ∙ 1 = 𝑚2 − 4 = 𝑚 + 2 𝑚 − 2 = 0
より、

𝑚 = ±2

・𝑚 = 2のとき𝑥2 − 2𝑥 + 1 = (𝑥 − 1)2= 0より𝑥 = 1
・𝑚 = −2のとき𝑥2 + 2𝑥 + 1 = (𝑥 + 1)2= 0より𝑥 = −1

【５】（１）𝑥2 − 6𝑥 = 𝑥 𝑥 − 6 < 0 より、0 < 𝑥 < 6
（２）𝑥2 − 6𝑥 + 10 = 𝑥 − 3 2 + 1 > 0 は、

𝑥の値によらず成り立つ。
よって解は、全ての実数

演習問題 ・・・ 2次関数 ・・・②③解 答 編



演習問題 ・・・ 2次関数 ・・・ ④

３．２次関数総合

【６】

① 𝑦 = 500 − 2𝑥 200 + 𝑥 = −2𝑥2 + 100𝑥 + 100000

② 𝑦 = −2𝑥2 + 100𝑥 + 100000 = −2 𝑥 − 25 2 + 101250

であるから、𝑥 = 25 のとき𝑦は最大となる。

よって、１日の売上金額が最大になるのは、

25円値上げした時。

解 答 編



演習問題 ・・・ 数列 ・・・①②

１．等差数列と等比数列

【１】（１）𝑎𝑛 = 2𝑛 − 1 より、𝑎1 = 1 であるから、

𝑎𝑛 = 1 + (𝑛 − 1) ∙ 2

よって、𝑎1 = 1, 𝑑 = 2
（２）（1）の式において、

𝑎𝑛 = 1 + 𝑛 − 1 ∙ 2 = 200 とすると、
𝑛 は自然数にならない。
よって、含まれない。

【２】𝑎𝑛 = 15 + 𝑛 − 1 ∙ −2 = −2𝑛 + 17 < 0を解いて、

𝑛 >
17

2
これを満たす最小の整数𝑛は、

𝑛 = 9
よって、第9項

解 答 編



【３】第8項までの和が最大である。和は、

𝑎𝑛 =
1

2
∙ 𝑎1 + 𝑎8 ∙ 8 =

1

2
∙ 15 + 1 ∙ 8 = 64

【４】等比数列の一般項は、𝑎𝑛 = 𝑎1 ∙ 𝑟
𝑛−1 と表すこと

ができる。
𝑎2 = 𝑎1 ∙ 𝑟 = 3 …①
𝑎4 = 𝑎1 ∙ 𝑟

3 = 27 …②
①÷②より、
1

𝑟2
=

1

9
よって、𝑟 = −3,3 である。

・𝑟 = −3 のとき、
①から、−3𝑎1 = 3, 𝑎1 = −1, 𝑎𝑛 = −(−3)𝑛−1

・𝑟 = 3 のとき、
①から、3𝑎1 = 3, 𝑎1 = 1, 𝑎𝑛 = 3𝑛−1

演習問題 ・・・ 数列 ・・・②③解 答 編



【５】𝑆𝑛 = 𝑎1 ∙
1−𝑟𝑛

1−𝑟
であるから、

・𝑟 = −3 のとき、𝑆10 = −1 ∙
1− −3 10

1− −3
= ―14762

・𝑟 = 3 のとき、𝑆10 = 1 ∙
1−310

1−3
= 29524
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・・①

１．指数関数

【１】（１）
3
27 =

3
33 = 3

（２）
3
2
3
4 =

3
2 ∙ 4 =

3
23 = 2
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・・①

１．指数関数

【２】𝑦 = (
1

2
)𝑥 のグラフは、𝑥の値が大きいほど小さくなる。
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・②③

２．対数関数

【３】（１）log4 64 = log4 4
3 = 3 log4 4 = 3

（２）
1

2
log2 64 =

1

2
log22

6 =
1

2
∙ 6log22 =3

【４】（１）log3 9 + log3 27 = log3 3
2 + log3 3

3 =2 + 3 = 5

（２）log3 𝑥 + 2 2 = 2より、

(𝑥 + 2)2= 32であるから、

𝑥2 + 4𝑥 − 5 = 𝑥 − 1 𝑥 + 5 = 0

𝑥 = 1,−5
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・・④

【５】

（１）問題文から、𝑆1 = 100 × 1.08 = 108
𝑆2 = 𝑆1 + 12 × 1.08 = 108 + 12 × 1.08 = 129.6

（２）𝑆𝑛+1 = 𝑆𝑛 + 12 × 1.08 = 1.08𝑆𝑛 + 12.96

（３）𝑆𝑛+1 = 1.08𝑆𝑛 + 12.96 …①
の両辺から同じ数（𝑘とする）を引いたものが等比数列を成す

…②

と仮定すると、𝑆𝑛+1 − 𝑘 = 1.08(𝑆𝑛 − 𝑘)
とおくことができる。
これを展開して整理すると、𝑆𝑛+1 = 1.08𝑆𝑛 − 0.08𝑘
これが①と一致するので、
−0.08𝑘 = 12.96
𝑘 = −162
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・・④

②とあわせると、

𝑆𝑛+1 + 162 = 1.08 𝑆𝑛 + 162 = 1.082 𝑆𝑛−1 + 162 =…

= 1.08𝑛 𝑆1 + 162

𝑆𝑛 + 162 = 1.08𝑛−1 108 + 162 = 270 ∙ 1.08𝑛−1

よって、𝑆𝑛 = 270 ∙ 1.08𝑛−1 − 162

（４） log10 1.08 = log10
108

100
= log10

22∙33

102
= 2log102+3log103−2

= 2 ∙ 0.3010 + 3 ∙ 0.4771 − 2 = 0.0333
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演習問題・・・指数関数と対数関数・・・④

（５）(3)の答えから、𝑆𝑛 = 270 ∙ 1.08𝑛−1 − 162 > 513

1.08𝑛−1 >
513+162

270
=

675

270
=

5

2

底を10とする対数をとって、

𝑛 − 1 log10 1.08 > log10
5

2
= log10

10

4
= 1 − 2log102

（4）とあわせて、

𝑛 − 1 ∙ 0.0333 > 1 − 2log102

𝑛 >
1−2∙0.3010

0.0333
+ 1 = 12.9…

よって、最小の自然数𝑛は𝑛 = 13
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演習問題 ・・・ 微分法・・・①②

１．微分係数と導関数
【１】・平均変化率

3+ℎ 2−32

3+ℎ −3
=

6ℎ+ℎ2

ℎ
= 6 + ℎ

・極限値

lim
ℎ→0

5 − 2ℎ + ℎ2 = 5 − 2 ∙ 0 + 02 = 5

・微分係数

lim
ℎ→0

2 3+ℎ 2−2∙32

ℎ
= lim

ℎ→0

12ℎ+2ℎ2

ℎ
= lim

ℎ→0
( 12 + 2ℎ) = 12

・導関数

lim
ℎ→0

3 𝑥+ℎ 2−3𝑥2

ℎ
= lim

ℎ→0

6ℎ𝑥+3ℎ2

ℎ
= lim

ℎ→0
6𝑥 + 3ℎ =6𝑥

解 答 編


